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支援機器 神経筋電気刺激装置 
分類(ISO9999) 4 
試験相 2 
研究仮説（目的） 
の概要 

神経筋電気刺激が筋肉量を増やし座面の骨突出部における座圧を減少させる。組織血流の改善に
より皮膚健康状態が保たれる 

研究デザイン 群内比較（自己対照） 
障害・疾患 脊損 
対象者・数 障碍者 8 人 
主要アウトカム 座圧分布 
副次アウトカム 1 TcPO2 
副次アウトカム 2 最大座圧 
副次アウトカム 3 圧力中心 
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 全体平均の圧は介入前後で変わらないが座骨結節部の圧は有意に減少した 

 
論文整理番号 101 ※正確な情報が必要な場合には、元の論文を確認してください。 
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